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研究主題 
探究の過程を通して、主体的・創造的に生き抜くために必要

な『資質・能力』を育成する指導法と評価法の研究・開発 
 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

令和４年度から実施される高等学校学習指導要領（平成 30 年３月）（以下「学習指導要領」

と表記。）では、共通教科「理数」が新設された。高等学校学習指導要領解説理数編（平成 30

年７月）（以下「解説」と表記。）では、PISA等の国際調査から、我が国の生徒は、諸外国に比

べて数学及び理科の学習に対する興味・関心・意欲について課題があることが示されている。   

現在、我が国は様々な課題に直面しており、これらの解決手段としてイノベーションに大き

な期待が寄せられている。革新的な価値は、多様な学問分野の知の統合により生まれることが

多く、従来の慣習や常識にとらわれない柔軟な思考と斬新な発想によってもたらされるもので

ある。したがって、強い知的好奇心や自発的な研究態度、自ら課題を発見したり未知のものに

挑戦したりする態度などが求められている。国が指定しているスーパーサイエンスハイスクー

ル（SSH）では、それぞれの生徒が自らの興味や関心などに基づいて様々な課題を設定して課題

研究を行っており、相応の成果も上げている。さらに、理数に関する学科においても課題研究

が行われており、その教育的な有効性についても広く認められている。

知の創出をもたらすことができる人材の輩出を目指すには、そのための基礎的な資質・能力

を身に付けるとともに、数学や理科に関する横断的なテーマに徹底的に向き合い考え抜く力を

身に付ける必要があると考えられる。 

学習指導要領によると、教科「理数」の目標は「様々な事象に関わり、数学的な見方・考え

方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、探究の過程を通して、課題を解決す

るために必要な資質・能力」を育成することとされている。また、「育成を目指す資質・能力」

である「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の具体

的目標は、以下のとおり示されている。 

(1) 対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。 

(2) 多角的、複合的に事象を捉え、数学や理科などに関する課題を設定して探究し、課題を

解決する力を養うとともに創造的な力を高める。 

(3) 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に

向けて積極的に挑戦しようとする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする

態度及び倫理的な態度を養う。 

なお、解説では、「探究の過程」を以下（【図１】）のように示している。 

他方、社会の変化に伴い、「主体的・対話的で深い学び」の重要性が高まり、学習指導要領の

「第３章 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い 第１節 指導計画作成上の配慮事

項」では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」として、「生徒が数学的な見

方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、様々な事象や課題に向き合

い、主体的に探究することができるよう創意工夫を生かした教育活動の充実を図ること」が求



- 2 - 

 

められている。さらに、「小学校、中学校、高等学校及び特別支援校等における児童生徒の学習

評価及び指導要録改善ついて（通知）（平成 31年３月）」では、各教科等の目標及び内容を「知

識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の三

つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価の一体化を推進する観点から、観点別

学習状況の評価の観点についても、これらの資質・能力に関わる「知識・技能」、「思考・判断・

表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理して示し、これに基づく適切な観点を

設定することと示されている。 

以上のことから、本部会では、研究主題を「探究の過程を通して、主体的・創造的に生き抜

くために必要な『資質・能力』を育成する指導法と評価法の研究・開発」とした。 

  

【図１】資質・能力を育むために重視する数学・理科にわたる学習過程のイメージ 

 

Ⅱ 研究の視点 

新教科・科目の設置の理由として、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（文部科学省 平成 28 年 12 月 21

日）（以下「答申」と表記。）では「探究的な学習は、学習に対する興味・関心・意欲の向上を

はじめ、知識・技能の着実な習得や思考力・判断力・表現力等の育成に有効であると考えられ、

高等学校の数学及び理科の分野における探究的な学習を中核に据えた科目として、『数学活用』

及び『理科課題研究』が設定されているが、指導のノウハウが教員間で共有されておらず、高

等学校における科目の開設率が極めて低くなっている。」と述べられている。 

 また、解説では、「科学では，それまで正しいと考えられていた研究成果であっても，後に否

定されることがある。これは，科学者が過去の研究成果に対して批判的な考えをもって議論し

たり，検証したりするからである。生徒が探究を進めるに当たっては，このような考えをもた

せるとともに，自分自身の探究の過程に対しても批判的な考えをもって評価・改善するよう指
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導することが重要である。」と述べられている。 

 以上のことを踏まえ、本研究では、各理数部員の所属校における課題等を共有し、多くの学

校で実践できる探究活動に視点を置き、仮説の設定を行って研究の方法を計画した。 

「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（文部科学省 平成 31年１月 21日）では、

指導と評価の一体化を図る上で、「教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい」

「評価規準や評価方法等の評価の方針等について、必ずしも教師が十分に児童生徒等に伝えて

いない場合がある」といった課題が挙げられている。 

すなわち、学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう評価規準や評価方法等を事前に教師

同士で検討し明確化することが求められている。それらを生徒に事前に示し共有しておくこと

で、生徒は身に付けるべき資質・能力を認識し、主体的に学習活動に取り組むことができる。

教師は、指導と評価の一体化の観点から見通しをもって授業改善を行うことができる。 

これらを踏まえて本研究では、学校において探究活動を推進していくにあたり、探究課題や

授業を実施する学校に依らず、探究の過程ごとに評価規準を設定するために、学習指導要領に

基づいた表現を用いて、教師用ルーブリック（【表１】）を観点別学習状況の評価に係る項目ご

とに開発することとした。この教師用ルーブリックに基づき、指導案に則して生徒用ルーブリッ

クを作成して授業を実践し、探究過程の振り返りを行うことで、生徒の意欲を向上させ、主体

的な取組を実現させるという視点から、学習評価の在り方を検討することとした。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

本研究では、前述した「Ⅱ 研究の視点」を踏まえて、本部会の主題である「探究の過程 

を通して、主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』を育成する指導法と評価法

の研究・開発」について、１年間にわたり研究を続けてきた。 

なお、本研究では解説に則り、共通教科「理数」の資質・能力を以下のように位置付けた。 

○ 探究の意義やその過程、研究倫理などの知識、観察、実験、調査等についての技能や分

析するための技能 

○ 多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定して探究し、課題を解決する力や創造的な力 

○ 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦しよう

とする態度や、探究過程を振り返り評価・改善しようとする態度 

また、上記の求められる資質・能力を育成するために、以下の仮説を立てた。 

〇 探究活動で求められる知識及び技能を習得し、思考力、判断力、表現力等の過程を繰り

返し実践することで、必要な資質・能力を身に付けることができる。 

〇 探究活動の過程において、観点別学習状況の評価の項目に基づいた生徒用ルーブリッ

クを活用し、振り返りを行うことで生徒の意欲を向上させ、主体的に取り組むようにな

る。 

 

１ 実生活の場面に基づいた探究的な学習を経験させる 

OECD 生徒の学習到達度調査 2018 年調査（PISA2018）の結果を踏まえた文部科学省の施策

では、「日常生活や社会との関連を重視する活動、実験・観察など科学的に探究する活動の充
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実」について示され、実生活の場面に基づき理数教育を充実させることを重視している。 

また、解説においても、「課題を設定させるためには、身の回りにある自然事象や社会的事

象等に関心をもたせ、なぜそうなっているかという疑問や、どうやって解決すればよいかと

いう問題意識などをもたせることが大切である。例えば、数学や理科などの授業で疑問に思

ったことを基に課題を設定させたり、科学史などの話題を参考に課題を設定させたりするこ

とが考えられる。」とあり、自然事象や社会的事象等に対する疑問や問題意識などをもたせる

ような働きかけや、その機会をつくることが重要である。さらに、生徒が設定しようとする

課題が、学校の施設・設備などの条件によって探究を進めることが難しい場合は、学校内で

取り組めるような課題に設定し直すことが考えられるとも述べられている。 

しかし、生徒が設定する課題が、学校の施設・設備などの条件によって探究を進めること

が難しい場合が多く、学校外の施設・設備の活用を検討したり、大学と連携して探究活動を

進めたりすることも必要となる。このような探究活動の事例は、多くの学校における探究活

動を推進していくにあたり、課題となっている。 

これらを踏まえて本研究では、「数学や理科における実生活の場面に基づき、思考力、判断

力、表現力等の過程を繰り返し実践することで、生徒に必要な資質・能力を身に付けさせる。」

という視点を取り入れた授業改善を行うことで、多くの学校で実践できる授業を検討するこ

とにした。 

 

２ 探究活動の過程における評価の充実 

共通教科「理数」における探究的な学習の指導のポイントは、以下のとおり答申及び解説

で挙げられている。 

(1) 答申 

〇 「理数探究」の評価に当たっては、探究の成果における新たな知見の有無や価値より

も、探究の過程において資質・能力をどの程度身に付けることができたかや、探究の過程

全体を俯瞰的に捉え、自らがどの位置にいるか、どこで間違ったのかなどが説明できる

ようになっているかという点を重視すべきである。 

〇 探究の過程における観察・実験の内容やその中で生じた疑問、それに対する自らの思

考の過程などを「探究ノート」等に記録させ、自己の成長の過程を認識できるようにする

とともに、評価の場面でも用いることが重要である。また「探究ノート」等を通じて生徒

の独創的な思考や探究の過程における態度を評価するほか、報告書や発表の内容、発表

会における生徒による相互評価や自己評価を取り入れるなど、多様な評価方法を用いる

とともに、複数の教員による複合的な視点で評価することが必要である。 

(2) 解説 

〇 自分自身の探究の過程に対しても批判的な考えをもって評価・改善するよう指導する

ことが重要である。 

〇 探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養うことも

大切である。 
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【表１】教師用ルーブリック 

 

① ② ③ ④ S：発展的である A：十分に満足できる(履修目標)

探究の意義について

理解している。
○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の探究の意義について理解している。

・新たな知識及び技能の獲得

・課題を発見する力の獲得

・様々な探究活動の積み重ねが、科学技術の進歩や新たな価値の

    創造につながっていることの理解

　探究を行うことにより以下の探究の意義について理解してい

る。

・新たな知識及び技能の獲得

・課題を発見する力の獲得

・様々な探究活動の積み重ねが、科学技術の進歩や新たな価値

    の創造につながっていることの理解

探究の過程について

理解している。
○ ○ ○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の探究の過程について理解している。

・先行研究を調べる必要性

・演繹的な方法や帰納的な方法等を用いることの重要性

・探究のための具体的な方法を固定して考えず探究の過程を

　適宜振り返り改善することの重要性

　探究の過程全体を自ら遂行する方法について以下の事を理解し

ている。

・先行研究を調べる必要性

・演繹的な方法や帰納的な方法等を用いることの重要性

・探究のための具体的な方法を固定して考えず探究の過程を

　適宜振り返り改善することの重要性

研究倫理について理解

している。
○ ○ ○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の研究倫理について理解している。

・参照した情報の信頼性に注意を払うこと

・既存の情報は出典を明らかにしたりする必要があること

・データのねつ造や論文の盗用などの不適切な行為は，科学の

　信頼を損ね，健全な発展を脅かすこと

・生物を対象とする探究では配慮すべき生命倫理があること

・人を対象とする研究では人権等への配慮が求められること

　探究の信頼性を高めるために、以下の研究倫理について理解し

ている。

・参照した情報の信頼性に注意を払うこと

・既存の情報は出典を明らかにしたりする必要があること

・データのねつ造や論文の盗用などの不適切な行為は，科学の

　信頼を損ね，健全な発展を脅かすこと

・生物を対象とする探究では配慮すべき生命倫理があること

・人を対象とする研究では人権等への配慮が求められること

観察、実験、調査等の

ついての基本的な技能

を身に付けている。

○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の観察・実験・調査等の技能を身に付けている。

・観察、実験器具の特徴や性質を理解して安全かつ正確に使用

　できる技能

・調査対象の特徴や性質を考量した上で、法則などを見いだす

　ために必要なデータを収集する方法、サンプルの抽出方法を

　身に付けている

・観察、実験、調査等の目的を明確にして適切に条件制御等を

　行い、見通しをもって計画を立てること

・データの質を高め、十分なデータを集めて観察、実験、調査等

　の信頼性を高めること

・事後の再現性を意識したデータの収集方法などを身に付けてい

    る

　以下の観察・実験・調査等の技能を身に付けている。

・観察、実験器具の特徴や性質を理解して安全かつ正確に使用

　できる技能

・調査対象の特徴や性質を考量した上で、法則などを見いだす

　ために必要なデータを収集する方法、サンプルの抽出方法を

　身に付けている

・観察、実験、調査等の目的を明確にして適切に条件制御等を

　行い、見通しをもって計画を立てること

・データの質を高め、十分なデータを集めて観察、実験、調査等

    の信頼性を高めること

・事後の再現性を意識したデータの収集方法などを身に付けてい

   る

事象を分析するための

基本的な技能を身に付

けている。

○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の事象を分析するための技能を身に付けている。

・観察、実験、調査等で得られたデータには誤差やばらつきが

　あることを考慮して、統計量を基に分析すること

・推定や仮説検定、単回帰などの統計的手法（グラフ作成等）

　を活用したりすること

・実験値と、理論値や数値シミュレーションから得られた結果

　とを比較するなどして分析の質を高めること

　事象を分析するための技能を身に付けている。

・観察、実験、調査等で得られたデータには誤差やばらつきが

　あることを考慮して、統計量を基に分析すること

・推定や仮説検定、単回帰などの統計的手法（グラフ作成等）

　を活用したりすること

・実験値と、理論値や数値シミュレーションから得られた結果

　とを比較するなどして分析の質を高めること

探究した結果をまと

め、発表するための基

本的な技能を身に付け

ている。

○

　自ら課題を設定し、探究の過程を遂行することを通して、より

主体的に以下の探究の成果などをまとめて発表するための技能を

身に付けている。

・探究の成果をまとめて論理的に記述すること

・先行研究等の情報と自分で得た情報を区別して記述すること

・発表資料などの作成や話し方及び質疑応答の技能

・探究の目的や成果などを分かりやすく伝えること

・議論を通して考察を深めること

　以下の探究の成果などをまとめて発表するための技能を身に付

けている。

・探究の成果をまとめて論理的に記述すること

・先行研究等の情報と自分で得た情報を区別して記述すること

・発表資料などの作成や話し方及び質疑応答の技能

・探究の目的や成果などを分かりやすく伝えること

・議論を通して考察を深めること

課題を設定することが

できる。
○

　以下の主体的に課題を設定するための力を身に付けている。

・問題を発見する力

・仮説を立てる力

・先行研究具体的な事例を複数検討する力

・意見交換などを通して課題を明確化する力

　以下の課題を設定するための力を身に付けている。

・問題を発見する力

・仮説を立てる力

・先行研究具体的な事例を複数検討する力

・意見交換などを通して課題を明確化する力

数学的な手法や科学的

な手法などを用いて、

探究の過程を遂行する

ことができる。

○ ○

　以下の探究の過程を遂行する力を身に付けている。

・課題を解決するための手法を適切に選択する力

・課題の解決のための手法で教科・科目の枠を超えた様々な組合

    せがあること等の柔軟な発想を生かす力

・より多くの数学的な手法や科学的な手法を用いる力

　以下の探究の過程を遂行する力を身に付けている。

・課題を解決するための手法を適切に選択する力

・課題の解決のための手法で教科・科目の枠を超えた

　様々な組合せを生かす力

・数学的な手法や科学的な手法を用いる力

探究した結果をまと

め、適切に表現するこ

とができる。

○

　以下の探究の過程を整理し、成果などを適切に表現する力を身

に付けている。

・探究した過程を整理する力

・探究の成果を適切に表現する力

・探究の成果などを相手に分かりやすく表現する力

・探究全体を自己評価する力

　以下の探究の過程を整理し、成果などを適切に表現する力を身

に付けている。

・探究の成果を適切に表現する力

・探究の成果などを相手に分かりやすく表現する力

・探究全体を自己評価する力

観点 項目
対応する主な過程                                                                                              評価基準

○ ○

　以下の探究しようとする態度が養われている。

・粘り強く考え行動し、課題を解決しようとする態度

・新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度

・探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度

・倫理的な態度

　以下の探究しようとする態度が養われている。

・粘り強く考え行動し、課題を解決しようとする態度

・新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度

・探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度

知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現
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的

に
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習

に

取

り
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む

態

度

探究する態度 ○ ○
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① ② ③ ④ B：概ね満足できる(到達目標) C：努力を要する

探究の意義について理

解している。
○

   探究を行うことにより以下の探究の意義について理

解している。

・新たな知識及び技能の獲得

・課題を発見する力の獲得

　探究を行うことにより以下の探究の意義について理

解している。

・新たな知識及び技能の獲得

探究の過程について理

解している。
○ ○ ○

   探究の過程全体を自ら遂行する方法について以下の

事を理解している。

・先行研究を調べる必要性

・探究のための具体的な方法を固定して考えず探究の

    過程を適宜振り返り改善することの重要性

　探究の過程全体を自ら遂行する方法について以下の

事を理解している。

・先行研究を調べる必要性

研究倫理について理解

している。
○ ○ ○

　探究の信頼性を高めるために、以下の研究倫理につ

いて理解している。

・既存の情報は出典を明らかにしたりする必要がある

    こと

・データのねつ造や論文の盗用などの不適切な行為

    は，科学の信頼を損ね，健全な発展を脅かすこと

・生物を対象とする探究では配慮すべき生命倫理があ

    ること

・人を対象とする研究では人権等への配慮が求められ

    ること

　探究の信頼性を高めるために、以下の研究倫理につ

いて理解している。

・データのねつ造や論文の盗用などの不適切な行為

    は，科学の信頼を損ね，健全な発展を脅かすこと

・生物を対象とする探究では配慮すべき生命倫理があ

    ること

・人を対象とする研究では人権等への配慮が求められ

    ること

観察、実験、調査等の

ついての基本的な技能

を身に付けている。

○

　以下の観察・実験・調査等の技能を身に付けてい

る。

・観察、実験器具の特徴や性質を理解して安全かつ正

    確に使用できる技能

・観察、実験、調査等の目的を明確にして適切に条件

    制御等を行い，見通しをもって計画を立てること

・事後の再現性を意識したデータの収集方法などを身

    に付けている

　以下の観察・実験・調査等の技能を身に付けてい

る。

・観察、実験器具の特徴や性質を理解して安全かつ正

    確に使用できる技能

・事後の再現性を意識したデータの収集方法などを身

    に付けている

事象を分析するための

基本的な技能を身に付

けている。

○

　事象を分析するための技能を身に付けている。

・観察、実験、調査等で得られたデータには誤差やば

   らつきがあることを考慮して、統計量を基に分析す

   ること

・推定や仮説検定、単回帰などの統計的手法（グラフ

　作成等）を活用したりすること

　事象を分析するための技能を身に付けている。

・推定や仮説検定、単回帰などの統計的手法（グラフ

    作成等）を活用したりすること

探究した結果をまと

め、発表するための基

本的な技能を身に付け

ている。

○

　以下の探究の成果などをまとめて発表するための技

能を身に付けている。

・先行研究等の情報と自分で得た情報を区別して記述

    すること

・発表資料などの作成や話し方及び質疑応答の技能

・探究の目的や成果などを分かりやすく伝えること

　以下の探究の成果などをまとめて発表するための技

能を身に付けている。

・先行研究等の情報と自分で得た情報を区別して記述

すること

・探究の目的や成果などを分かりやすく伝えること

課題を設定することが

できる。
○

　以下の課題を設定するための力を身に付けている。

・先行研究具体的な事例を複数検討する力

・意見交換などを通して課題を明確化する力

　以下の課題を設定するための力を身に付けている。

・意見交換などを通して課題を明確化する力

数学的な手法や科学的

な手法などを用いて、

探究の過程を遂行する

ことができる。

○ ○

　以下の探究の過程を遂行する力を身に付けている。

・課題を解決するための手法を適切に選択する力

・数学的な手法や科学的な手法を用いる力

　以下の探究の過程を遂行する力を身に付けている。

・数学的な手法や科学的な手法を用いる力

探究した結果をまと

め、適切に表現するこ

とができる。

○

　以下の探究の過程を整理し、成果などを適切に表現

する力を身に付けている。

・探究の成果などを相手に分かりやすく表現する力

・探究全体を自己評価する力

　以下の探究の過程を整理し、成果などを適切に表現

する力を身に付けている。

・探究の成果などを相手に分かりやすく表現する力

注意

1 「理数探究基礎」「理数探究」の目標、解説等を参考に設定した。具体的な項目に関しては、実践する探究活動に応じて、上記の限りではない。

2   過程①～④とは，①課題の設定，②課題解決の過程，③分析・考察・推論，④発表・伝達のことである。

観点 項目
対応する主な過程                                   　　　　          　　　　　  評価基準

　以下の探究しようとする態度が養われている。

・粘り強く考え行動し、課題を解決しようとする態度

・新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとす

    る態度

　以下の探究しようとする態度が養われている。

・粘り強く考え行動し、課題を解決しようとする態度
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探究する態度 ○ ○ ○ ○
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Ⅳ 研究の方法 

１ 検証について 

(1) 具体的方策 

探究の過程を通して、これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な資質・能力を

育成する指導において、観点別学習状況の評価等と関連付けたルーブリックを作成・活用し、授

業改善を図ることで、理数に属する科目で育成を目指す「資質・能力」を生徒が身に付けられる

ようにすることを目指し、研究を行った。 

具体的には、以下の２点の指導法を工夫し、検証授業を行った。 

〇 事前に生徒用ルーブリックを提示し発問の内容を工夫することで、生徒が目標や課題を設定

し、見通しをもって主体的に探究活動を進めるようにした。 

〇 生徒が探究の過程を振り返るための振り返りシート等の教材を工夫し、生徒自身が学習状況

を自己評価して今後の探究活動の改善を図ることができるようにした。 

(2) 検証授業の実施 

全日制単位制高等学校１校で検証した。 

(3) 検証方法 

以下の取組を通して、仮説を検証した。 

〇 指導案に基づいた授業を実践し、観点別学習状況の評価に係る項目・基準を基に学習評

価を行う。 

〇 生徒の自己評価を行い、その結果を分析する。 

〇 教師の行っている学習評価と生徒の自己評価の相関等の分析を行う。 

 

２ 成果と課題のまとめ方 

本研究の「探究の過程を通して、主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』を

育成する指導法と評価法の研究・開発」の実践結果について、生徒の活動の様子や振り返りシー

ト等を基に成果と課題を整理した。 
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Ⅴ 研究の内容 

１ 研究構想図 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体 テ ー マ： 「これからの社会を主体的・創造的に生き抜いていく子供の育成」 

高校部会テーマ： 「これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために 

必要な『資質・能力』の育成に向けた授業改善と学習評価の充実について」 

各教科等における「これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』」 

(1) 探究の意義やその過程、研究倫理などの知識、観察、実験、調査等についての技能や分析

するための技能 
(2) 多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定して探究し、課題を解決する力や創造的な力 

(3) 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦しようと

する態度や、探究過程を振り返り評価・改善しようとする態度 

研究方法 

〔具体的方策〕 
(1) 理数探究基礎の単元の一部を焦点化し、指導案と観点別学習状況の評価に係る項目を作成

する。 

(2) 観点別学習状況の評価に係る項目に基づいて、生徒が用いる振り返りシートとルーブリッ
クを作成する。 

〔検証方法〕 

(1) 指導案に基づいた授業を実践し、観点別学習状況の評価に係る項目・基準を基に学習評価
を行う。 

(2) 生徒の自己評価を行い、その結果を分析する。 

(3) 教員の行っている学習評価と生徒の自己評価の相関等の分析を行う。 

高校部会テーマにおける現状と課題 

【現状】 

(1) 実験や実習を通した探究プロセスの知識、探究活動の計画・実施するための技能が足りな
い。 

(2) 生徒が探究の過程全体を自ら遂行する力が不十分である。 

(3) 様々な事象や課題に徹底的に向き合い考え抜く態度や倫理的な態度が養われていない。 
【課題】 

(1) 知識・技能を実生活の様々な場面に活用できるように探究的な学習を経験させる必要が

ある。 
(2) 生徒が探究の過程全体を自ら遂行できるような機会を設ける必要がある。 

(3) 様々な事象や課題に徹底的に向き合い考え抜く態度や倫理的な態度を身に付けさせる必
要がある。 

仮  説 

以下の取組を通して、これからの社会を主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』

を身に付けることができると仮説を立てる。 
(1) 探究活動で求められる知識・技能を習得し、思考・判断・表現等の過程を繰り返し実践す

ることで、必要な資質・能力を身に付けることができる。 

(2) 探究活動の過程において、観点別学習状況の評価の項目に基づいた生徒用ルーブリックを 

   活用し、振り返りを行うことで、生徒の意欲を向上させ、主体的に取り組むようになる。 

高等学校理数部会主題 

探究の過程を通して、主体的・創造的に生き抜くために必要な『資質・能力』を育成する指導

法と評価法の研究・開発 
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２ 仮説の実践事例 

(1) 教科・科目、単元名、使用教材（教科書、副教材） 

ア 教科・科目 理数・理数探究基礎 

イ 単元名 第１章 探究の進め方 

 ウ 使用教材 「理数探究基礎 未来に向かって」（啓林館） 

 

(2) 教科・科目の目標 

ア 知識及び技能 

・ 探究するために必要な基本的な知識及び技能を身に付けるようにする。 

イ 思考力、判断力、表現力等 

・ 多角的、複合的に事象を捉え、課題を解決するための基本的な力を養う。 

 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・ 様々な事象や課題に知的好奇心をもって向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決

に向けて挑戦しようとする態度を養う。 

 

(3) 単元の目標 

ア 知識及び技能 

・ 探究の意義やその過程、研究倫理などの知識、観察、実験、調査等についての技能や

分析するための技能を身に付けるようにする。 

イ 思考力、判断力、表現力等 

・ 多角的、複合的に事象を捉え、課題を設定して探究し、課題を解決する力や創造的な

力を身に付けるようにする。 

 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

・ 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦しよう

とする態度を養う。 

・ 探究過程を振り返り評価・改善しようとする態度を養う。 

 

(4) 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 
ウ 主体的に学習に

取り組む態度 

(ｱ) 探究の意義について理解している。 
(ｲ) 探究の過程について理解している。 

(ｳ) 研究倫理について理解している。 

(ｴ) 観察、実験、調査等についての基本 
的な技能を身に付けている。 

(ｵ) 事象を分析するための基本的な技 

能を身に付けている。 
(ｶ) 探究した結果をまとめ、発表するた 

めの基本的な技能を身に付けている。 

(ｱ) 課題を設定するため
の基礎的な力を身に

付けている。 

(ｲ) 数学的な手法や科学
的な手法などを用い

て、探究の過程を遂行

する力を身に付けて
いる。 

(ｳ) 探究した結果をまと

め、適切に表現する力

を身に付けている。 

(ｱ) 様々な事象や課 
題に向き合い、粘

り強く考え行動

し、課題の解決に
向けて挑戦しよ

うとしている。 

(ｲ) 探究過程を振り
返り評価・改善し

ようとしている。 
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(5) 単元の指導と評価の計画（８時間扱い） 

時間 学習活動 

評価の観点 評価規準 

（評価方法など） ア イ ウ 

第１時 
・探究の意義、探究の過程、研究倫理を確

認する。 
●   

ア(ｱ)(ｲ)(ｳ) (振り返りテスト) 

 

第２時 

・予備調査を行い、『輪投げの百発百入法』

について調べ、課題の設定の仕方を確認

する。 

・『輪投げの百発百入法』の問題点を考え、

仮説の立て方を確認する。 

・検証計画を確認する。 

 ●  

イ(ｱ) (プリントの記述内容) 

 

第３時 

(本時) 

・『黄金軌道』の数学モデルを構築し、『輪

投げの百発百入法』を導き、『輪投げの百

発百入法』のマニュアルを作成する。 

 ● ● 

イ(ｲ) (プリントの記述内容) 

ウ(ｱ) (行動観察・プリントの記述内容) 

第４時 

・導き出した『輪投げの百発百入法』の検

証実験を行い、記録したデータから成功

率を計算し、表とグラフを作成する。 
● ● ● 

ア(ｴ) (行動観察・プリントの記述内容) 

ア(ｵ) (作成した表とグラフ) 

イ(ｲ) (プリントの記述内容) 

ウ(ｱ) (行動観察・プリントの記述内容) 

第５時 

・結果から言えることを考察し、結論を導

く。 

・班で導きだした『輪投げの百発百入法』

の成果をまとめ、報告書を作成する。 

● ● ● 

ア(ｶ) (プリントの記述内容) 

イ(ｲ) (プリントの記述内容) 

イ(ｳ) (プリントの記述内容) 

ウ(ｱ) (行動観察・プリントの記述内容) 

第６時 

・課題解決の過程と成果を発表し、相互評

価の結果からこれまでの探究を振り返

り、改善策を考える。 

●  ● 

ア(ｶ) (発表内容) 

ウ(ｲ) (行動観察・プリントの記述内容) 

第７時 
・『輪投げの百発百入法』について、新た

な課題を設定し、仮説を立てる。 
 ● ● 

イ(ｱ) (振り返りテストの記述内容) 

ウ(ｲ) (振り返りテストの記述内容) 

第８時 
・異なる探究過程の検証計画書を作成す

る。 
 ●  

イ(ｲ) (振り返りテストの記述内容) 

 

(6) 本時（全８時間中の３時間目） 

ア 本時の目標 

・ 数学的な手法や科学的な手法などを用いて、探究の過程を遂行する力を身に付けてい 

る。 

・ 様々な事象や課題に向き合い、粘り強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦しよう 

としている。 

イ 仮説に基づく本時のねらい 

探究活動で求められる知識及び技能を習得し、思考力、判断力、表現力等を習得するため

の学習過程を繰り返し実践することで、必要な資質・能力を身に付けさせる。探究活動の過

程において、観点別学習状況の評価の項目に基づいた生徒用ルーブリックを活用し、振り返
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りを行うことで生徒の意欲を向上させ、主体的に取り組む態度を育成する。また、本時では

観点別学習状況の評価の観点「思考・判断・表現」に焦点を当て評価を行う。 

ウ 本時の展開 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準・方法 

導入 

５分 

前時の内容を振り返り、本時の

活動内容と生徒用ルーブリック

を確認し、共有する。 

生徒用ルーブリックの内容

を意識しながら活動するよう

指示する。 

 

展開

① 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

【班での活動】 

表計算ソフトを利用し、『〇班

の黄金軌道』の数学モデルを構築

する。（３点を通る２次関数の決

定） 

『〇班の黄金軌道』から、投輪

時の指先の位置を決定する。 

『〇班の黄金軌道』を、グラフ

描画ソフトを使って可視化し、投

輪する際に心掛ける点、注意する

点を調べる。 

『〇班の黄金軌道』の数学モ

デルのシミュレーションを通

して、数学的な視点で輪の動き

を予想させ、思考を促し深めさ

せる。 

イ(ｲ)数学的な手法

や科学的な手法など

を用いて、探究の過

程を遂行する力を身

に付けている。（プリ

ントの記述内容） 

ウ(ｱ)様々な事象や

課題に向き合い、粘

り強く考え行動し、

課題の解決に向けて

挑戦しようとしてい

る。（行動観察・プリ

ントの記述内容） 

展開

② 

20 分 

【班での活動】 

導き出した『輪投げの百発百入

法』で実際に輪を投げて、『〇班

の黄金軌道』の数学モデルや投輪

時の指先の位置を改良する。ま

た、投輪する際に心掛ける点、注

意する点が他にないか調べる。 

可能な限り多くの試行を行

わせ、科学的な視点で、最適な

『輪投げの百発百入法』を探ら

せる。 

積極的に改良するように促

し、改良する場合は、改良する

明確な理由を考えさせる。 

まと

め 

10 分 

【個人での活動】 

班で導き出した『輪投げの百発

百入法』のマニュアルを作る。 

自己評価を行う。 

生徒用ルーブリックの内容

を確認させながら、マニュアル

を作成させる。 

 

(7) 本時の振り返り 

ア 具体的方策 

振り返りシート(【図２】)を配布し、各班で導き出した『輪投げの百発百入法』のマニュ

アル作りを個人で 10 分間取り組ませ、最後に生徒用ルーブリックによる本時の自己評価を

行わせた。 

イ 生徒の取組 

授業導入時に本時の生徒用ルーブリックを確認していたため、戸惑うことなく積極的に記

述している生徒が多く見られた。95％の生徒が『輪投げの百発百入法』のマニュアルの記述

欄を全て埋めることができた。 

ウ 本時の生徒用ルーブリック 

教師用ルーブリック（【表１】）を基に本時の生徒用ルーブリック（【表２】）を作成した。 
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【図２】 振り返りシート 

 

【表２】 本時の生徒用ルーブリック 

観点別学習状況評価の観点「思考・判断・表現」 （探究の過程：検証計画の立案） 

S：十分に満足できる A：満足できる B：おおむね満足できる C 努力を要する 

数学的な気付き

（課題１）や、科学的

な〇班の黄金軌道の

良い点、改良すべき

点（課題２）が、合わ

せて３点以上書かれ

ている『輪投げの百

発百入法』のマニュ

アルを作成すること

ができた。 

数学的な気付き

（課題１）や、科学的

な〇班の黄金軌道の

良い点、改良すべき

点（課題２）が、合わ

せて２点書かれてい

る『輪投げの百発百

入法』のマニュアル

を作成することがで

きた。 

数学的な気付き

（課題１）や、科学的

な〇班の黄金軌道の

良い点、改良すべき

点（課題２）が、どち

らか１点書かれてい

る『輪投げの百発百

入法』のマニュアル

を作成することがで

きた。 

『輪投げの百発百

入法』のマニュアル

を作成した。 

エ 教師による学習評価と生徒の自己評価の相関     

本研究員３名がそれぞれ生徒の学習評価を行い、その結果を総合的に判断し生徒の学習評

価を行った。教師による学習評価の内訳（【図３】）、生徒の自己評価の内訳（【図４】）を円グ

ラフで示した。 
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また、教師による学習評価と生徒の自己評価の相関（【表３】）（【図５】）、教師の学習評価

段階別、生徒の自己評価の内訳（【図６】）を表と円グラフで示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※エクセルによる計算の誤差がある。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【表３】教師による学習評価と 

生徒の自己評価の相関  単位(人) 

学習評価S

10

26%

学習評価A

19

50%

学習評価B

９

24%

学習評価C

０

0%

単位(人) 

【図３】教師による学習評価の内訳 
 

自己評価

S

23

61%

自己評価A

13

34%

自己評価B

２

5%

自己評価C

０

0%

単位(人)

【図４】生徒の自己評価の内訳 
 

S A B C

S 8 11 4 0 23

A 2 8 3 0 13

B 0 0 2 0 2

C 0 0 0 0 0

10 19 9 0 38

計

生徒の

自己評価

計

教師による学習評価

評価が

一致

18

48%

自己評価の方

が高い

18

47%

自己評価の方が低い

２

5%

単位(人)

【図５】教師による学習評価と 
生徒の自己評価の相関 単位(人) 

【図６】教師による学習評価段階別、生徒の自己評価の内訳 

自己評価S

８

80%

自己評価A

２

20%

自己評価B

０

0%

自己評価C

０

0%

【学習評価 Sの生徒】 

自己評価

S

11

58%

自己評価

A

８

42%

自己評価B

０

0%

自己評価C

０

0%

【学習評価 Aの生徒】 

自己評価

S

４

45%
自己評価

A

３

33%

自己評価B

２

22%

自己評価C

０

0%

【学習評価 Bの生徒】 

単位(人) 単位(人) 単位(人) 
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オ 振り返りシートの生徒の解答例  

(ｱ) 教師による学習評価 Sの生徒の解答例 

・課題１ 放物線は思ったより頂点に向けて緩やかなカーブを描いていた。 

・課題２ 投輪位置と頂点の位置が近く、投げた輪が通る放物線の軌道が想像しづらか

ったため、もう少し投輪位置を頂点から遠くすれば良いと思った。投輪位置か

ら頂点の高さのところを通るように意識をしたら、輪が的に入りやすかった。

黄金軌道に乗りやすい位置に投輪位置と頂点を設定できたからだと思う。 

(ｲ) 教師による学習評価 Aの生徒の解答例 

・課題１ ゆるやかな放物線だったため、投げる時に頂点の位置が分かりづらい。 

・課題２ 頂点の位置が低くて投げづらかったので 1.5m でも良かったと思った。時間

が余ったので試しに点 A(0，0.21)の位置から放物線を描くように投げたところ

意外と入った。 

(ｳ) 教師による学習評価 Bの生徒の解答例 

・課題１ ちょうどいい放物線 

・課題２ 最初は投げにくかったが、頂点の高さを少し高くしたら少し投げやすくなっ

た。 

 

(8) 検証結果 

図３より、教師による学習評価の内訳は、S が 26％、A が 50％、B が 24％、C が０％であ

った。図４より、生徒の自己評価の内訳は、Sが 61％、Aが 34％、Bが５％、Cが０％であっ

た。自己評価 S の生徒の割合は、学習評価 S の生徒の割合より 35 ポイント高いことが分か

った。 

図５より、教師による学習評価と自己評価が一致した生徒は全体の 48％、一致しなかった

生徒は全体の 52％であった。評価が一致しなかった生徒の大半が、教師による学習評価より

高い自己評価をしていた。教師による学習評価段階別に生徒の自己評価と比較をすると、図

６より、教師による学習評価と生徒の自己評価が一致した生徒の割合は、学習評価 S の生徒

は 80％、学習評価 A の生徒は 42％、学習評価 B の生徒は 22％で、学習評価の段階が下がる

ほど教師と生徒の評価が異なった。教師による学習評価より高い自己評価を行っている生徒

の割合は、学習評価 Aの生徒では 58％、学習評価 Bの生徒においては 78％と極めて高い。 

  以上より、生徒の自己評価力は低く、教師による学習評価が低い生徒ほど、自己を過大に

評価する傾向にあることが分かった。 

本時の授業では、観点別学習状況の評価の観点「思考・判断・表現」に焦点を当て評価を

行った。本研究で作成した教師用ルーブリックを基にした生徒用ルーブリックを事前に生徒

に提示することで、生徒は授業の目標を明確に理解し、意欲を向上させながら主体的に取り

組むことができた。また、振り返りシートによる『輪投げの百発百入法』のマニュアル作り

も戸惑うことなく書き上げることができた。 

生徒の自己評価においては、教師による学習評価よりも生徒は自己を過大評価する傾向に

あり、学習評価が低い生徒ほどその傾向は顕著に見られた。要因は次の５点が考えらえる。 
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〇 生徒が、探究した結果を論理的に記述する技能を身に付けていない。  

〇 生徒が、探究した結果を適切に表現することができていない。 

〇 生徒が、自分の考察や推論が正しいかどうかを十分判断できていない。 

〇 生徒が、出題された課題の意図を読み取って理解することができていない。 

〇 教師が提示した課題の内容や文言が、生徒にとって理解しやすい表現になっていない。 

また、一人の教師が平等に正しく学習評価をすることは難しく、共通の評価規準の下、複

数の教師で学習評価を行ったり、適切な評価基準や評価方法等の検討と改善を行う必要性が

ある。 

 

Ⅵ 研究の成果 

１ 仮説について 

  本研究では、以下の仮説について検証を行った。 

〇 探究活動で求められる知識及び技能を習得し、思考力、判断力、表現力等を習得するた

めの学習過程を繰り返し実践することで、必要な資質・能力を身に付けることができる。 

〇 探究活動の過程において、観点別学習状況の評価の項目に基づいた生徒用ルーブリック

を活用し、振り返りを行うことで生徒の意欲を向上させ、主体的に取り組むようになる。 

検証授業の中でも、生徒が数学的、科学的な視点をもち、探究の過程を繰り返し実践す

る場面を設けることでことで、探究に必要な資質・能力を身に付ける機会となることが、

振り返りシートから確認できた。さらに、数学モデルを考察する活動よりも投輪の実験を

する活動の方が探究の深まりが見られた。また、生徒用ルーブリックを事前に生徒に提示

することで、学習目標が明確になり、本時全体を通して意欲的、主体的に取り組む生徒の

様子が見られた。 

２ 具体的方策について 

本研究では以下の具体的方策を基に研究を行った。 

〇 理数探究基礎の単元の一部を焦点化し、指導案と観点別学習状況の評価に係る項目を作

成する。 

〇 観点別学習状況の評価に係る項目に基づいて、生徒が用いる振り返りシートとルーブ

リックを作成する。 

検証授業の中では、探究の過程と観点別学習状況の評価の対応を考慮し、指導案及び振

り返りシート、生徒用ルーブリックを作成した。これらは指導と評価の一体化を踏まえた

学習評価の充実を目指し、教師と生徒が焦点化された具体的な学習目標を共有した上で授

業に臨むことで、前述した仮説の検証に効果的であった。また、振り返りシートの作成に

あたり、課題と評価項目を対応させることで、観点別学習状況の評価の質の向上を目指し

た。 

 

Ⅶ 今後の課題 

本研究では、指導と評価の一体化を踏まえた学習評価の充実を目指した。そこで解説を参

考に教師用ルーブリック（【表１】）を作成した。それを基に探究の過程に対応させた授業用
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の生徒用ルーブリック（【表２】）も作成した。これを用いて行った検証授業を通して以下の

課題が出た。 

１ 教師による評価 

本研究では複数の教師が評価に参加し、教師による学習評価を行った。本研究においては、

複数の教師による評価が一致しない場合の評価における課題が見られた。また、日常的に複

数の教師が評価を行うことには現実的な課題もある。そのため、適切な評価基準や評価方法

等の検討を学校全体で組織的・計画的に行うとともに、妥当性、信頼性のある評価を単独の

教師で行うことが出来るようにする必要がある。 

２ 生徒用ルーブリック 

各学校の生徒の状況に応じて、生徒用ルーブリック（【表２】）及び課題の内容や文言につ

いて、継続的な研究が求められる。本研究では、単独の学校での検証にとどまったため、探

究の過程や生徒の学習状況の変化に対応した生徒用ルーブリックの作成には課題がある。教

科内できちんと協議・検討し、生徒の学習実態に合った生徒用ルーブリックの作成等が求め

られる。 

３ 生徒の資質・能力の適切な評価 

理数探究基礎及び理数探究の学習は、発展的に繰り返されていくことが望まれている。そ

のため、生徒の資質・能力の変容を１時間の授業及び一つの単元で評価していくことは難し

い。探究の過程を繰り返し経験する中で、資質・能力が育まれ、学習到達目標が達成されて

いくものであると考える。そのため継続的・発展的な授業実践に伴って、教師の授業改善、

及び生徒の自己評価の質的向上を目指していくことが課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和３年度 教育研究員名簿 

 

 

高等学校・理数 

 

学  校  名 職 名 氏  名 

東 京 都 立 両 国 高 等 学 校 主 任 教 諭 工 藤    諭 

東 京 都 立 翔 陽 高 等 学 校 主 任 教 諭 森 崎 真 由 美 

東 京 都 立 清 瀬 高 等 学 校 主 任 教 諭 ◎北 村    洋 

東京都立多摩科学技術高等学校 主 任 教 諭 夏 原  智 史 

東京都立多摩科学技術高等学校 教 諭 亀 井  善 之 

◎ 世話人  

 

〔担当〕東京都教育庁指導部高等学校教育指導課 

指導主事 坂本 泰裕 
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